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モニタリングサイト１０００サンゴ礁調査 概要
〇目的 国内のサンゴ礁生態系の現状を把握し、その保全に資する情報

を収集する

〇調査地 全国２４サイト ※八重山諸島はサイト１１～１７
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調査地点 石西礁湖１０２地点
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サンゴ被度
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・全地点の平均サンゴ被度は１９.６％

（２０１７年は１７.７％） ※西表島周辺の地点を含む

・「極めて不良」「不良」が減少し、「やや不良」が増加
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・「増加」地点が２０１７年よりも１７地点増加

・「減少」地点が２０１７よりも１５地点減少

⇒海域全体として２０１６年の白化現象からの

回復が始まっている



ミドリイシ類の新規加入量
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・１０群体/㎡以上が２０１７年より１１地点増加

・２０群体/㎡を記録している地点は石西礁湖北部

に多い

⇒北側から回復が進むと予想



サンゴ幼生定着量調査
・定着密度０群体/100㎠が３５地点のうち２１地点
・２０１７年の６地点から１５地点も増加

定着密度（群体/100㎠）

： 0群体

： 0＜ ＜1

： 1≦ ＜5

： 5≦ ＜10

： 10≦
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サンゴ群集
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サンゴ幼生定着量調査 ～ミドリイシ属～

・３５地点のうち３３地点は定着密度が０
⇒石西礁湖全域でミドリイシ属の定着量が極めて低い水準

定着密度（群体/100㎠）

： 0群体

： 0＜ ＜1

： 1≦ ＜5

： 5≦ ＜10

： 10≦

8

サンゴ群集
モニタリング調査



１年生稚サンゴ加入量調査 ～ミドリイシ属～

 

２０１８年９月 Acropora 稚サンゴ密度 

・２０１８年は１.１群体/㎡ ※２０１６年５.９群体/㎡
・北礁のＳ２６とＳ２７で高い値を記録
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サンゴ群集
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１年生稚サンゴ加入量調査

・２００７年及び２０１６年の白化現象による影響と回復の
傾向が表れている
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サンゴ群集
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～ミドリイシ属密度経年変化～



１年生稚サンゴ加入量調査

・北礁のＳ２６～Ｓ２８は比較的高い値を記録
・平均値が１群体/㎡未満が７地点あり、地形的に加入の乏しい
構造と推定
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～ミドリイシ属地点別平均～

サンゴ群集
モニタリング調査



オニヒトデ
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・「多い（要注意）」「準大発生」が１０地点出現、

２０１７年よりも９地点増加

⇒今後大発生に進行するか注意が必要



シルトの堆積（ＳＰＳＳ）
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・階級５ｂ以上は２５地点

・ＳＰＳＳ測定値の平均が４４ｋｇ/㎥、２０１７年の３７ｋｇ/㎥

（※西表島周辺の地点の値を含む）

・階級１～５ａの地点数が全体の７０％を下回ったのは２００３

年以降初めて（※西表島周辺の地点を含む）



モニタリングサイト１０００サンゴ礁調査
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モニタリングサイト1000のサイトに報告書が掲載されているのでご覧ください

http://www.biodic.go.jp/moni1000/index.html


